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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信託期間とクローズド期間 無期限（クローズド期間はありません） 

運 用 方 針 

中小型割安成長株・マザーファンド受益

証券への投資を通じて、信託財産の中長

期的な成長をめざして積極的な運用を

行います。 

主要運用対象 

当ファンド 中小型割安成長株・マザーファンド受益

証券を主要投資対象とします。なお、株

式等に直接投資することもあります。 〔ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 〕
マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

わが国の金融商品取引所上場株式のう

ち中小型株を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

当ファンド 株式への実質投資割合には制限を設け

ません。 

外貨建資産への投資は行いません。 〔ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 〕
マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

株式への投資割合には制限を設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年７月22日。ただし、休業日

の場合は翌営業日。）に、原則として以下

の方針に基づいて収益の分配を行います。 

配当等収益とマザーファンドの信託財

産に属する配当等収益のうち信託財産

に属するとみなした額と売買益（評価益

を含みます。）との合計額から諸経費等

を控除した金額の範囲とします。委託会

社が基準価額水準、市況動向等を勘案し

て分配金額を決定します。ただし、分配

対象額が少額の場合は、分配を行わない

ことがあります。収益分配にあてず信託

財産内に留保した利益については、運用

の基本方針に基づき、元本部分と同一の

運用を行います。 

 

運用報告書  (全体版 ) 
第14期 

（決算日：2020年７月22日） 

 

ＳＢＩ中小型割安成長株ファンド 
ジェイリバイブ 

（愛称：jrevive） 
 

追加型投信／国内／株式 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、「ＳＢＩ中小型割安成長株ファンド 

ジェイリバイブ（愛称：jrevive）」は、2020年

７月22日に第14期決算を行いました。 

ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお

願い申し上げます。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

10期(2016年７月22日) 26,094 0 △ 4.4 97.4 7,019 

11期(2017年７月24日) 39,215 0 50.3 93.2 13,049 

12期(2018年７月23日) 44,331 0 13.0 96.9 22,569 

13期(2019年７月22日) 37,239 0 △16.0 96.7 13,493 

14期(2020年７月22日) 38,251 0 2.7 97.2 9,563 
 

（注１） 当ファンドは、株価が下落した銘柄の中から財務安定性に優れ、業務も安定しており、わが国の経済社会に貢献すると考えられる企

業の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、ベンチマーク及び参考指数等は採用しておりません。 

（注２） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2019年７月22日 37,239 － 96.7 

７月末 37,922 1.8 97.2 

８月末 36,736 △ 1.4 96.7 

９月末 37,776 1.4 96.7 

10月末 40,041 7.5 96.8 

11月末 41,347 11.0 96.2 

12月末 42,423 13.9 96.7 

2020年１月末 40,453 8.6 97.1 

２月末 34,653 △ 6.9 96.9 

３月末 32,645 △12.3 96.5 

４月末 34,976 △ 6.1 96.8 

５月末 38,770 4.1 96.5 

６月末 38,399 3.1 96.5 

(期  末)    

2020年７月22日 38,251 2.7 97.2 
 

（注１） 騰落率は期首比。 

（注２） 当ファンドは、株価が下落した銘柄の中から財務安定性に優れ、業務も安定しており、わが国の経済社会に貢献すると考えられる企

業の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、ベンチマーク及び参考指数等は採用しておりません。 

（注３） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2019年７月23日から2020年７月22日まで） 

○基準価額等の推移 

 

  

  
（注１） 当ファンドは、株価が下落した銘柄の中から財務安定性に優れ、業務も安定しており、わが国の経済社会に貢献すると考えられる企

業の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、ベンチマーク及び参考指数等は採用しておりません。 

（注２） 当ファンドは、設定日以降分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの基準価額は、期首37,239円でスタートした後、2019年８月に米国が対中制裁関税「第４弾」の

発動を表明したことから国内株式市場が下落し、当ファンドも軟調に推移しました。しかし、米中貿易協議進

展への期待や外国為替市場における円安進行などを背景に国内株式市場が反転すると、企業業績の底入れ期

待などを追い風に当ファンドも上昇基調となりました。また、日米の長期金利の上昇をきっかけに、それまで

の大型株・グロース株優位のトレンドから、小型株・バリュー株優位に転じたこともプラスに寄与しました。 

年明け後も銘柄選択の奏功により上昇トレンドを維持し、１月22日に期中最高値となる43,011円を付けま

した。期の後半は、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて世界的に株価が急落したことから、当ファンドも

急落し、３月16日には期中最安値となる27,996円を付けました。 

その後は、相場の戻りと共に大きく反発し、６月上旬には基準価額は39,000円台を回復しました。期末にか

けては、新型コロナウイルスの感染拡大の第２波に対する警戒感から一進一退の展開が続き、決算日である

７月22日の基準価額は38,251円となりました。 
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○投資環境 

当期の国内株式市場は、米国による対中制裁関税「第４弾」の発動をきっかけに下落してスタートすると、

香港デモの激化や、米国で長短金利の逆転が発生したことによる景気後退懸念の高まりなどを受け、期初は弱

含みの展開になりました。しかし、2019年９月に米中貿易協議の進展期待や外国為替市場における円安進行な

どをきっかけに反発すると、米中貿易協議での部分合意や半導体市況の回復観測、企業業績の底入れ期待など

を背景に上昇基調となりました。12月中旬には英国総選挙での与党勝利や米中貿易協議での「第１段階」合意

観測を受け急伸し、TOPIXは年初来高値となる1,747ポイントを付けました。 

期の後半は、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、世界的な株価急落が起こりました。新型コロナウイルス

の感染拡大が止まらないなか米欧の中央銀行が追加金融政策を打ち出したものの、原油安や米国の景気後退

（リセッション）懸念の高まりを背景に不安定な相場が続き、TOPIXは一時1,200ポイントを割りこむまで下落

しました。しかし、日銀が大規模な上場投資信託（ETF）の買入を行うと下げ止まり、さらに米国の大型経済

政策の成立期待などから反発に転じました。 

その後も欧米での新規感染者数の鈍化や、米連邦準備制度理事会（FRB）による迅速かつ大規模な金融支援

策、国内での緊急事態宣言の解除などを好感して急速に値を戻しました。期末にかけては、新型コロナウイルス

の感染拡大の第２波に対する懸念もあり、一進一退の動きで期末を迎えました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

＜当ファンド＞ 

主要投資対象である中小型割安成長株・マザーファンドを高位に組入れて運用を行いました。 

 

＜中小型割安成長株・マザーファンド＞ 

エンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社の助言をもとに投資判断を行い、運用いたしました。

投資を行った銘柄は、株価が下落しているものの、財務安定性に優れ、業務も安定しており、わが国の経済

社会に貢献すると考えられる企業です。ボトムアップ調査を行った銘柄のうち、株価水準、財務安定性、短期

業績の安定性と中長期戦略、企業経営者の理念・志、等を総合的に評価判断し、おおむね50銘柄を組入れ、逐

次銘柄の見直しを行いました。また、銘柄分散、時間分散を考慮し、１銘柄おおむね４％程度としました。 

株式の組入比率に関しては、おおむね95％以上を維持しました。期末の株式組入比率は97.6％となっています。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、株価が下落した銘柄の中から財務安定性に優れ、業務も安定しており、わが国の経済社会に

貢献すると考えられる企業の株式に厳選投資するという特色を持つファンドであり、ベンチマーク及び参考

指数等は採用しておりません。 

 

○分配金 

当期は、当ファンドの収益分配方針に基づき、収益分配可能額を算出し、市況動向や基準価額等を考慮した

結果、当期の収益分配は行わないことといたしました。 

なお、収益分配にあてなかった利益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用

いたします。 

 

 
 （単位：円、１口当たり、税込み） 

項 目 
第14期 

2019年７月23日～ 
2020年７月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 28,251  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配原資の内訳 
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○今後の見通しと運用方針 

＜当ファンド＞ 

引き続き中小型割安成長株・マザーファンド受益証券を高位に組入れる方針で運用してまいります。 

 

＜中小型割安成長株・マザーファンド＞ 

引き続きエンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社の助言を受け当社で投資判断の上、財務内容

が健全で堅実経営を継続する革新的な成長企業でありながら、株価がその実体と比して大幅に過小評価され

て割安と判断される堅実成長企業を厳選して投資してまいります。 

 

なお、投資助言を行っているエンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社では、以下のようにコメ

ントしています。 

 

2020年は、２月以降に新型コロナウイルスの感染拡大を受けて内外の株式市場は混乱しました。５月下旬に

緊急事態宣言が解除され、その後も感染拡大の第２波の懸念が残っていますが、私たちの生活も企業活動も

徐々に動き出してきたようです。この間も、私共ではさまざまなWeb会議システムなどを活用しつつ、組入企業

各社の経営者の方々と面談を継続し、2020年上半期（１月～６月）の面談件数は延べ514社となりました。前年

同時期が524社であったことから、ほぼ同じ社数で、年間約1,000社のペースを維持できています。また、ある

企業からは「IR（投資家向け情報発信）の面談数が半数以下に減っている」という話もうかがっていますので、

こうした環境下でもしっかりした調査を継続することこそが、今後のパフォーマンスにつながると考えてい

ます。 

もちろん、経営者や社員の熱量（モチベーション：やる気）や、企業体質といった目に見えないけれども重要

な要素は、直接面談や先方訪問で得られることも多いため、緊急事態宣言解除後は徐々に直接お会いする

リアルなミーティング回数も増やしています。ITシステムとリアルな面談を組み合わせることで、しっかりと

した調査活動が可能であると自信を深めているところです。 

他方、企業全般を見ましても、新型コロナウイルスの感染拡大によって経営環境や業務の進め方も大きく変

わろうとしています。今後も丹念な調査を通じて「コロナを味方につけて」新たな飛躍のチャンスとするよう

な革新成長企業を積極的に見出してまいります。 
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○１口当たりの費用明細 (2019年７月23日～2020年７月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 711  1.870  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (401)  (1.056)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (280)  (0.737)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 29)  (0.077)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 49   0.130   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 49)  (0.130)   

（c） そ の 他 費 用 2   0.004   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他費用 

 合 計 762   2.004    

期中の平均基準価額は、38,011円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注３） 項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注４） 売買委託手数料及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

（注５） 各比率は１口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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○売買及び取引の状況 (2019年７月23日～2020年７月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
中小型割安成長株・マザーファンド 28,563 134,000 955,732 4,641,000 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年７月23日～2020年７月22日) 

 

項 目 
当 期 

中小型割安成長株・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 56,892,648千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 59,303,624千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.95   
 

（注１） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注２） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年７月23日～2020年７月22日) 

 

＜ＳＢＩ中小型割安成長株ファンド ジェイリバイブ＞ 

 該当事項はありません。 

 

＜中小型割安成長株・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 22,773 2,898 12.7 34,119 4,046 11.9 

平均保有割合 19.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

（注）金額の単位未満は切捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 15,253千円 
うち利害関係人への支払額（B） 1,437千円 

（B）／（A） 9.4％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社ＳＢＩ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2020年７月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

中小型割安成長株・マザーファンド 2,882,954 1,955,785 9,524,677 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

マザーファンドにおける組入資産の明細につきましては、後述のマザーファンドの「運用報告書」をご参照

ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2020年７月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

中小型割安成長株・マザーファンド 9,524,677 98.6 

コール・ローン等、その他 130,847 1.4 

投資信託財産総額 9,655,524 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

○特定資産の価格等の調査 

該当事項はありません。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年７月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 9,655,524,602   

 コール・ローン等 130,847,240   

 中小型割安成長株・マザーファンド(評価額) 9,524,677,362   

(B) 負債 91,784,666   

 未払解約金 76,588,912   

 未払信託報酬 14,975,378   

 未払利息 376   

 その他未払費用 220,000   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 9,563,739,936   

 元本 2,500,240,000   

 次期繰越損益金 7,063,499,936   

(D) 受益権総口数 250,024口 

 １口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 38,251円 

 
<注記事項（運用報告書作成時には監査未了）> 

(貸借対照表関係) 
期首元本額 3,623,430,000円 
期中追加設定元本額 289,630,000円 
期中一部解約元本額 1,412,820,000円 

 

○損益の状況 (2019年７月23日～2020年７月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       89,552   

 支払利息 △       89,552   

(B) 有価証券売買損益 444,458,056   

 売買益 787,423,209   

 売買損 △  342,965,153   

(C) 信託報酬等 △  218,272,646   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 226,095,858   

(E) 前期繰越損益金 △1,231,221,779   

(F) 追加信託差損益金 8,068,625,857   

 (配当等相当額) (  3,873,536,129)  

 (売買損益相当額) (  4,195,089,728)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 7,063,499,936   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 7,063,499,936   

 追加信託差損益金 8,068,625,857   

 (配当等相当額) (  3,875,916,929)  

 (売買損益相当額) (  4,192,708,928)  

 分配準備積立金 389,947,714   

 繰越損益金 △1,395,073,635   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（91,542,929

円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定

する収益調整金（6,673,552,222円）および分配準備積立金

（298,404,785円）より分配対象収益は7,063,499,936円（１口

当たり28,251円）ですが、当期に分配した金額はありません。
 

 

○約款変更のお知らせ 

収益分配にかかる配当控除の適合条件をより明確化するため、信託約款に所要の変更を行いました。 

（変更適用日：2019年10月22日） 
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